
【事務事業シート】
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千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

整備を必要とする共同利用施設については、要望に応じて対応するため、見直しする予定はない。

決算額 千円 決算額 6,730 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額
6,964 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
ストック 達成率 100 ％ 達成率 100

実績値 4実績値 3 箇所 実績値 3 箇所

0 箇所目標値 3 箇所 目標値 4 箇所

実績値 箇所箇所 実績値 箇所

当初
事　項 種子島周辺漁業対策事業費 予算主管課 水産課

事　業

概　要

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）によるロケット打上げが種子島周辺

漁業に及ぼす影響に対処するため、漁協等が実施する共同利用施設等の整備に要する経

費の一部を補助する。

始期

終期

Ｋ  P  Ｉ

本事業による漁業共同施設の整備箇所数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 0 箇所 目標値

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

整備を必要とする共同利用施設については、要望に応じて対応するため、見直しする予定はないことか

ら、８年度予算の見直しは想定していない。

最終現計

予算額
千円

決算額 千円 決算額 108,847 千円千円 決算額 千円 決算額

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額
409,435 千円

最終現計

予算額

100 ％ 達成率 ％ 達成率
ストック

/フロー
ストック 達成率 96.2 ％ 達成率

千円

実績値 箇所 実績値 箇所

箇所

実績値 23 箇所 実績値 25 箇所 実績値 27 箇所

箇所 目標値 29 箇所 目標値 31R  4  年  度 目標値

令和６年度　　事後評価シート

当初
事　項 水産業強化支援事業費 予算主管課 水産課

事　業

概　要

水産物安定供給に必要な漁業生産基盤としての共同利用施設の整備を図るため、市町等

が実施する漁業構造改善事業に要する経費の一部を補助する。

始期

26 箇所 目標値 27

終期

Ｋ  P  Ｉ

本事業による漁業共同施設の整備箇所数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度
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千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因
予算計上時より、要望額が少なく、資材に対する補助である当予算に大幅な不用が生じ、これにより、各養殖業者に対する

補助額が減少したため。

総括
予算計上時より、要望額が少なく、多額の不用を生じることとなった。また、活用した漁業者からは、資材の更新がスムー

ズに行えたとの評価が得られた。

見直し方向性

決算額 7,496 千円 決算額 10,013 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
11,871 千円

最終現計

予算額
24,527 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 102.7 ％ 達成率 88.9

実績値 8実績値 ％ 実績値 7.6 ％

％目標値 7.4 ％ 目標値 9 ％

実績値 ％％ 実績値 ％

6月補

正
事　項 養殖業用資材購入支援事業費 予算主管課 水産課

事　業

概　要

燃油、飼料及び資材価格の高騰により経営が圧迫されている零細な魚類及び真珠・真珠

母貝養殖業者においては、老朽化した養殖業用資材の更新が滞り、事業の継続が困難な

状況にあるため、資材更新費用の一部を補助する。

始期 2024

終期 2024

Ｋ  P  Ｉ

支援対象養殖業者の負担軽減率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 ％ 目標値

千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

６年度の目標達成率は想定よりも高く、事業の進捗状況を踏まえると、KPIは目標達成すると考えられるこ

とから、７年度の執行方法の見直しは想定していない。

決算額 千円 決算額 5,330 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額
6,096 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 ％ 達成率 450

実績値 45000実績値 尾 実績値 尾

75000 尾目標値 0 尾 目標値 10000 尾

実績値 尾尾 実績値 尾

当初
事　項 日本一の養殖マサバ産地づくりプロジェクト事業費 予算主管課 水産課

事　業

概　要

天然資源に依存しない完全養殖による人工種苗を用いて、環境に配慮した持続的な養殖

生産を図るとともに、他県との差別化や養殖技術の高度化を図り、日本一の養殖マサバ

産地を目指す。

始期 2024

終期 2026

Ｋ  P  Ｉ

水産研究センターにおけるマサバの人工種苗生産尾数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 50000 尾 目標値
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千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因
配合飼料への早期餌付け技術の開発により、約11.6万尾を生産し、２年連続で10万尾を超える生産に成功したが、媛スマ指

定生産者の配付希望尾数が目標値を下回ったため、目標未達となった。

総括

見直し方向性 維持

媛スマ養殖の課題は、飼料価格の高騰と種苗配付後の低い生残率であり、本事業では、水産研究センター

での育成期間を延長して種苗を大型化し、初期減耗が落ち着いた段階で生産者に配付することで、生残率

の向上につなげることにより、KPIは目標達成すると考えられることから、７年度の執行方法の見直しは想

定していない。

決算額 12,625 千円 決算額 11,842 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
12,766 千円

最終現計

予算額
11,948 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 174.8 ％ 達成率 92.3

実績値 101570実績値 39700 尾 実績値 104880 尾

36000 尾目標値 60000 尾 目標値 110000 尾

実績値 尾尾 実績値 尾

当初
事　項 媛スマ養殖用種苗安定供給事業費 予算主管課 水産課

事　業

概　要

愛育フィッシュ全体のけん引役として期待される養殖スマの生産量を増加させ、産業と

して定着させるため、技術開発事業によって得られる配合飼料の早期餌付け技術により

生産の効率化を図り、養殖業者へスマ種苗を安定供給する。

始期 2019

終期 2027

Ｋ  P  Ｉ

媛スマ種苗生産尾数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 29500 尾 目標値

千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

６年度の目標達成率は想定よりも高く、事業の進捗状況を踏まえると、KPIは目標達成すると考えられるこ

とから、７年度の執行方法の見直しは想定していない。

決算額 6,532 千円 決算額 6,778 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
7,260 千円

最終現計

予算額
7,436 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
ストック 達成率 133.33 ％ 達成率 119.2

実績値 143実績値 人 実績値 80 人

人目標値 60 人 目標値 120 人

実績値 人人 実績値 人

当初
事　項 スマート水産業普及促進事業費 予算主管課 水産課

事　業

概　要

専門家を講師とする最新のスマート水産業に係る研修会を開催するとともに、魚病診断

等支援システムの活用を推進するための研修会を開催し、スマート水産業を推進する。

始期 2022

終期 2025

Ｋ  P  Ｉ

スマート水産業人材年間育成数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 180 人 目標値
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千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因
本年度整備を実施していた鮮度保持施設が、資材の供給が遅れにより、令和６年７月末の完成予定となり、年度内の完成に

至らなかったため。

総括

見直し方向性 維持

整備を必要とする共同利用施設については、要望に応じて対応するため、見直しする予定はないことか

ら、７年度の執行方法や８年度予算の見直しは想定していない。

決算額 12,579 千円 決算額 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
22,153 千円

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
ストック 達成率 96.15384615 ％ 達成率 100

実績値 27実績値 23 箇所 実績値 25 箇所

31 箇所目標値 26 箇所 目標値 27 箇所

実績値 箇所箇所 実績値 箇所

12月

補正後
事　項 沿岸漁業構造改善事業費 予算主管課 水産課

事　業

概　要

水産物安定供給に必要な漁業生産基盤としての共同利用施設の整備を図るため、市町等

が実施する漁業構造改善事業に要する費用を補助する。

始期 H17

終期

Ｋ  P  Ｉ

本事業による漁業共同施設の整備箇所数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 29 箇所 目標値

千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因
マダイの販売及びマハタ・クエの種苗生産が不調であり、販売目標から大幅なマイナスとなったため、未達となった。原因

として、マダイの需要の減並びに赤潮が発生し親魚がへい死したことによる採卵不調に伴う生産量の減が上げられる。

総括

見直し方向性 改善

生産不調により種苗の販売額が減少したため、生産方法の改善に取り組むことで生産尾数を増加させると

ともに、今後、漁業者ニーズを踏まえ生産魚種の見直しについても検討する予定。

決算額 85,001 千円 決算額 84,476 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
129,677 千円

最終現計

予算額
132,225 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 74.89 ％ 達成率 63

実績値 83699実績値 119113 千円 実績値 99465 千円

132815 千円目標値 132815 千円 目標値 132815 千円

実績値 千円千円 実績値 千円

当初
事　項 種苗生産放流事業費 予算主管課 水産課

事　業

概　要

沿岸漁業の生産増進に寄与するため、（公財）えひめ海づくり基金や漁協等に供給する

種苗を生産するほか、へい死によるアコヤガイの稚貝不足に対応するため、稚貝の緊急

生産を行う。

始期 1980

終期

Ｋ  P  Ｉ

種苗の販売額

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 132815 千円 目標値
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千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因
セーフティーネット構築事業への加入件数について、燃油・飼料ともに目標値未達成となっている。燃油・飼料とも加入率

自体は前年度より上昇しているものの、高齢による廃業等により、漁業者全体数が減少していることが大きな要因と考えら

れる。また燃油については、価格高騰が飼料と比較して比較的落ち着いたことに加え、県内の漁船漁業の事業者は近海を漁

場とする零細事業者が多いため、燃油高騰の影響をあまり受けず、セーフティーネット構築事業への加入意欲が想定より伸

びなかったためと考えられる。

総括

見直し方向性 維持

燃料価格の高止まり及び飼料価格の高騰は依然として続いており、これらの価格高騰の影響を受けにくい

経営体質への転換を図るため、引き続き本事業を実施しセーフティネット構築事業未加入者の加入を促進

する必要がある。

決算額 272,436 千円 決算額 271,548 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
272,744 千円

最終現計

予算額
291,845 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 ー ％ 達成率 -

実績値 燃油1018,飼料257実績値
燃油

917
件 実績値 燃油990,飼料258 件

件目標値 ー 件 目標値 燃油1234,飼料277 件

実績値 件件 実績値 件

12月

補正後

（追

加）

事　項 漁業用燃油・飼料高騰対策緊急支援事業費 予算主管課 漁政課

事　業

概　要

燃油や飼料の価格高騰の際に補填を行うセーフティネット構築事業について、発動の際

の取崩金の一部を支援することで、同事業への加入・維持を促進し、価格高騰の影響を

受けにくい漁家経営体質への転換を図る。

始期 R4

終期 R7

Ｋ  P  Ｉ

セーフティネット構築事業加入件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 燃油1110,飼料262 件 目標値


